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「ｔ分布」 Ｘが N(0,1)、Ｙが自由度ｎのカイ自乗分布に従い、独立なとき
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○ 確率変数の変換 
 y φ= をｘの単調増加または単調減少関数とする。その逆関数を )(yx ψ= とする。 

確率分布密度関数が である確率変数Ｘの関数)(xf )XY (φ= の確率分布密度関数 は )(yg

dy
dxy))(ψ

)(xy

fyg ()( = で与えられる。 

（証明）いずれの場合も同様なので φ= yyYy Δ+≤は単調増加とする。区間｛ ≤ ｝の

逆像を }( xxXxyYy {)y Δ+≤≤≤≤ =Δ+ψ とするとＸとＹは１対１に対応するので 
)xxxPyyYyP Δ+=Δ+≤≤ yx()( X ≤≤ 、 ΔΔ ,

()() xoxxfxx
を非常に小さくとると 

)(),()()( XxPyoyygyyYyP Δ+Δ=Δ+≤≤Δ+Δ=Δ+≤≤  
故に  )()( xoxxf Δ+Δ)()( yoyyg =Δ+Δ
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○ヤコビアン、二重積分の置換積分  

行列式： bcad
dc
ba

−= 、 bcad − ⎟⎟
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),(),, vuyyv

＝ベクトル を二辺とする平行四辺形の面積 

(uxx == ： 平面上の点 に 平面上の点 を対応させる写像。 ),( vu ),( vu ),( yx ),( vu

),( vu),( yx の に関するヤコビアン：
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定理１： 平面上の３点,(u ,(aP Δ+ が写像 で

移る 上の点を とし、 を二辺とする平行四辺形の面積を S とすると 

),(),,( vuyyvuxx ==
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（証明） 
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これより、 を二辺とする平行四辺形の面積 S は容易に求められる。 
 
 

= によって領域 K は領域 D に 定理 2.： 平面から への写像,(u

１対１に移るものとする。このとき )),((0
),(
),( Kvu

vu
yxJ ∈≠

∂
∂

ならば、D 上の =

連続関数 に対して),( yxf dudvJvuyvuxfdxdyyxf
KD ∫∫∫∫ = )),(),,((),(

dvcu

 が成り立つ。 

（例）一次変換 ybvaux +=+= , によって 平面上の４点  ),( vu )1,1(),1,0(),0,1(),0,0(
)y ),(),,(),,(),0,0( dcbadbca ++ に移る。この平行四辺形の面積は  は 平面上の４点,(x

 bc− である。 adJ = で与えられる。この面積拡大率がヤコビアン dudvJdxdy =

   
 
                             -4- 


